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告

示

山
口
県
告
示
第
四
百
十
五
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
道

路
の
区
域
を
変
更
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
三
年
十
二
月
二
十
八
日
か
ら
一
月
間
山
口
県
土
木
建
築
部
道
路
整
備
課
に

お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
三
年
十
二
月
二
十
八
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

道
路
の
種
類

県
道

路

線

名

美
祢
油
谷
線

道
路
の
区
域

区

間

旧
新
別

敷
地
の
幅
員

（
メ
ー
ト
ル
）

延

長

（
メ
ー
ト
ル
）

備

考

美
祢
市
大
嶺
町
奥
分
字
上
筈
畠
三
三
一
の

五
地
先
か
ら

同
市
大
嶺
町
奥
分
字
下
麦
川
二
〇
二
八
の

一
地
先
ま
で

旧

最
狭

六
・
三

最
広

九
・
四

四
二
一
・
六

新

最
狭

九
・
三

最
広

十
三
・
二

四
二
一
・
六
道
路
改
良
工
事
の

完
了
に
よ
る
。

山
口
県
告
示
第
四
百
十
六
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
道

路
の
供
用
を
開
始
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
三
年
十
二
月
二
十
八
日
か
ら
一
月
間
山
口
県
土
木
建
築
部
道
路
整
備
課
に

お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
三
年
十
二
月
二
十
八
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

路
線
名

供

用

開

始

の

区

間

供
用
開
始
の
期
日

県

道

美
祢
油
谷
線

美
祢
市
大
嶺
町
奥
分
字
上
筈
畠
三
三
一
の
五
地
先
か
ら

同
市
大
嶺
町
奥
分
字
下
麦
川
二
〇
二
八
の
一
地
先
ま
で

令
和
三
年
十
二
月
二

十
九
日

山
口
県
告
示
第
四
百
十
七
号

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
三
十
一
条
の
二
第
六
項
の
規
定
に
よ

り
、
指
定
代
理
納
付
者
を
次
の
と
お
り
指
定
し
た
。

令
和
三
年
十
二
月
二
十
八
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

一

指
定
代
理
納
付
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
又
は
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

株
式
会
社
や
ま
ぎ
ん
カ
ー
ド

下
関
市
細
江
町
二
丁
目
二
番
一
号

二

指
定
代
理
納
付
者
に
納
付
さ
せ
る
歳
入

県
民
税
（
法
人
の
県
民
税
に
限
る
。
）
、
事
業
税
、
不
動
産
所
得
税
、
県
た
ば
こ
税
、
ゴ
ル
フ
場

一
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利
用
税
、
軽
油
引
取
税
、
自
動
車
税
（
環
境
性
能
割
を
除
く
。
）
、
鉱
区
税
、
産
業
廃
棄
物
税
、
特

別
法
人
事
業
税
、
地
方
法
人
事
業
税
及
び
こ
れ
ら
に
係
る
延
滞
金
並
び
に
使
用
料
、
手
数
料
及
び
こ

れ
ら
に
係
る
延
滞
金
並
び
に
賃
貸
料
、
物
品
売
払
代
金
、
貸
付
金
の
元
利
償
還
金
及
び
こ
れ
ら
に
係

る
遅
延
損
害
金
の
う
ち
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
納
付
さ
れ
る
も
の

三

指
定
の
期
間

令
和
三
年
十
月
二
十
五
日
か
ら
令
和
五
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間

公

告

（
二
六
七
）
令
和
三
年
度
山
口
県
補
正
予
算
の
要
領
の
公
表

令
和
三
年
十
一
月
山
口
県
議
会
定
例
会
で
議
決
さ
れ
た
令
和
三
年
度
山
口
県
補
正
予
算
の
要
領
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

令
和
三
年
十
二
月
二
十
八
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

令
和
⚓
年
度
山
口
県
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
⚗
号
）

令
和
⚓
年
度
山
口
県
の
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
⚗
号
）
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

（
歳
入
歳
出
予
算
の
補
正
）

第
⚑
条
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
1,526,826千

円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出

予
算
の
総
額
を
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
804,683,371千

円
と
す
る
。

⚒
歳
入
歳
出
予
算
の
補
正
の
款
項
の
区
分
及
び
当
該
区
分
ご
と
の
金
額
並
び
に
補
正
後
の
歳
入
歳
出

予
算
の
金
額
は
、
「
第
１
表
歳
入
歳
出
予
算
補
正
」
に
よ
る
。

（
繰
越
明
許
費
）

第
⚒
条
地
方
自
治
法
（
昭
和
22年

法
律
第
67号

）
第
213条

第
⚑
項
の
規
定
に
よ
り
翌
年
度
に
繰
り

越
し
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
経
費
は
、
「
第
⚒
表
繰
越
明
許
費
」
に
よ
る
。

（
債
務
負
担
行
為
の
補
正
）

第
⚓
条
債
務
負
担
行
為
の
追
加
は
、
「
第
⚓
表
債
務
負
担
行
為
補
正
」
に
よ
る
。

第
１
表
歳
入
歳
出
予
算
補
正

（
単
位
千
円
）

歳
入

款
項

補
正
額

補
正
前
の
額

計
⚗
分
担
金
及
び
負
担

金
△
23,765

3,442,001

3,418,236

⚑
分

担
金

△
2,953

229,467

226,514

⚒
負

担
金

△
20,812

3,212,534

3,191,722

⚙
国
庫
支
出
金

178,160

155,285,370

155,463,530

⚑
国
庫
負
担
金

△
448,069

37,615,492

37,167,423

⚒
国
庫
補
助
金

620,471

114,572,906

115,193,377

⚓
委

託
金

5,758

3,096,972

3,102,730

12繰
入

金

1,358,561

22,417,006

23,775,567

⚑
特
別
会
計
繰
入

金
△
13,431

4,829,929

4,816,498

⚒
基
金
繰
入
金

1,371,992

17,587,077

18,959,069

14諸
収

入

13,870

105,935,749

105,949,619

⚖
雑

入

13,870

5,151,246

5,165,116

歳
入

合
計

1,526,826
803,156,545

804,683,371
歳

出
款

項
補
正
額

補
正
前
の
額

計
⚑
議

会
費

△
42,922

1,444,667

1,401,745

⚑
議

会
費

△
42,922

1,444,667

1,401,745

⚒
総

務
費

△
242,117

49,873,910

49,631,793

⚑
総
務
管
理
費

△
83,610

26,371,013

26,287,403

⚒
企
画
調
整
費

△
16,416

9,351,092

9,334,676

⚓
徴

税
費

△
100,872

8,226,066

8,125,194

⚔
市
町
村
振
興
費

2,292

1,234,278

1,236,570

⚕
選

挙
費

△
1,137

2,599,231

2,598,094

⚖
防

災
費

△
44,669

1,324,837

1,280,168

⚗
統
計
調
査
費

516

462,624

463,140

⚘
人
事
委
員
会
費

4,163

123,984

128,147

⚙
監
査
委
員
費

△
2,384

180,785

178,401

⚓
民

生
費

57,639

100,837,424

100,895,063

⚑
社
会
福
祉
費

62,779

79,098,456

79,161,235

⚔
児
童
福
祉
費

△
8,381

20,650,279

20,641,898

⚗
生
活
保
護
費

3,241

1,085,027

1,088,268

⚔
衛

生
費

1,150,896

66,982,193

68,133,089

⚑
公
衆
衛
生
費

724,501

51,790,052

52,514,553

⚔
環
境
衛
生
費

497,767

3,809,457

4,307,224

⚗
保
健
所
費

△
83,403

2,412,242

2,328,839

二
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⚘
医

薬
費

12,031

6,967,369

6,979,400

⚕
労

働
費

△
22,842

2,581,715

2,558,873

⚑
労

政
費

△
10,791

629,310

618,519

⚒
職
業
能
力
開
発

費
△
12,315

1,470,076

1,457,761

⚔
労
働
委
員
会
費

264

105,008

105,272

⚖
農
林
水
産
業
費

△
242,395

35,818,456

35,576,061

⚑
農

業
費

△
171,883

12,155,384

11,983,501

⚒
畜
産
業
費

△
1,831

380,604

378,773

⚓
農

地
費

△
17,602

11,326,715

11,309,113

⚔
林

業
費

△
29,414

6,478,770

6,449,356

⚕
水
産
業
費

△
21,665

5,476,983

5,455,318

⚗
商

工
費

5,025,838

119,992,999

125,018,837

⚑
商

業
費

2,648,816

12,327,540

14,976,356

⚒
工
鉱
業
費

△
10,748

103,245,496

103,234,748

⚓
観

光
費

2,387,770

4,419,963

6,807,733

⚘
土

木
費

△
157,487

69,404,619

69,247,132

⚑
管

理
費

△
168,352

6,761,275

6,592,923

⚕
都
市
計
画
費

2,081

3,837,818

3,839,899

⚖
住

宅
費

8,784

2,826,892

2,835,676

⚙
警

察
費

△
329,375

38,097,208

37,767,833

⚑
警
察
管
理
費

△
329,375

35,458,916

35,129,541

10教
育

費
△
3,670,409

138,604,224

134,933,815

⚑
教
育
総
務
費

△
59,963

21,518,817

21,458,854
⚒
小
学
校
費

△
1,784,812

40,434,232

38,649,420
⚓
中
学
校
費

△
1,066,367

25,030,542

23,964,175
⚔
高
等
学
校
費

△
378,969

24,789,763

24,410,794

⚗
特
別
支
援
学
校

費
△
346,167

12,473,357

12,127,190

⚘
社
会
教
育
費

△
26,668

1,652,311

1,625,643

⚙
保
健
体
育
費

△
6,178

747,961

741,783

11学
事

費
△
1,285

9,691,023

9,689,738

歳
出

合
計

1,526,826
803,156,545

804,683,371
第
⚒
表
繰
越
明
許
費

（
単
位
千
円
）

款
項

事
項

金
額

２
総

務
費
１
総
務
管
理
費
庁
舎
等
維
持
管
理
費

17,600

３
民

生
費
１
社
会
福
祉
費
障
害
者
自
立
支
援
対
策
費

357,600

６
農
林
水
産
業
費
３
農

地
費
県
営
か
ん
が
い
排
水
改
良
事

業
費

36,000

４
林

業
費
普
通
林
道
開
設
事
業
費

14,476

一
般
治
山
事
業
費

308,146

７
商

工
費
３
観

光
費
観
光
事
業
運
営
費

2,406,886

８
土

木
費
２
道
路
橋
り
ょ
う
費

交
通
安
全
施
設
整
備
事
業
費

279,351

単
独
交
通
安
全
施
設
整
備
事

業
費

53,501

道
路
災
害
防
除
費

90,000

過
疎
地
域
市
町
道
代
行
事
業

費
22,000

道
路
改
良
費

610,958

単
独
道
路
改
良
費

527,241

橋
り
ょ
う
補
修
費

575,762

３
河
川
海
岸
費
広
域
河
川
改
修
費

134,607

周
防
高
潮
対
策
事
業
費

430,169

単
独
河
川
改
修
費

5,826

河
川
受
託
事
業
費

23,666

通
常
砂
防
事
業
費

190,972

地
す
べ
り
対
策
事
業
費

35,600

急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
事
業
費

52,031

自
然
災
害
防
止
事
業
費

33,673

４
港

湾
費
港
湾
改
修
費

100,000

二
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港
湾
既
存
施
設
有
効
活
用
促

進
事
業
費

82,000

海
岸
防
災
事
業
費

27,200

５
都
市
計
画
費
都
市
計
画
街
路
整
備
事
業
費

110,000

単
独
都
市
計
画
街
路
整
備
事

業
費

119,349

都
市
公
園
整
備
事
業
費

92,680

単
独
都
市
公
園
整
備
事
業
費

10,500

過
疎
地
域
下
水
道
代
行
事
業

費
165,000

６
住

宅
費
公
営
住
宅
建
設
費

155,249

11
災
害
復
旧
費
２
土
木
施
設
災
害
復
旧
費
土
木
現
年
補
助
災
害
復
旧
事

業
費

1,095,685

合
計

8,163,728

第
3
表
債
務
負
担
行
為
補
正

追
加

事
項

期
間

限
度

額

１
県
営
か
ん
が
い
排
水
改

良
事
業
の
年
度
を
越
え
る

工
事
を
一
括
契
約
す
る
こ

と
。（
江
崎
地
区
排
水
機
）

令
和
３
年
度
か
ら

令
和
５
年
度
ま
で
190,000千

円

２
交
通
安
全
施
設
整
備
事

業
の
年
度
を
越
え
る
工
事

を
一
括
契
約
す
る
こ
と
。

（
県
道
防
府
環
状
線
）
令
和
４
年
度

36,750千
円

３
単
独
交
通
安
全
施
設
整

備
事
業
の
年
度
を
越
え
る

工
事
を
一
括
契
約
す
る
こ

と
。

(県道
光
日
積
線
ほ
か
２
か

所

)令
和
４
年
度

56,000千
円

４
舗
装
補
修
事
業
の
年
度

を
越
え
る
工
事
を
一
括
契

約
す
る
こ
と
。

(県道
防
府
環
状
線
ほ
か
２

か
所

)令
和
４
年
度

84,000千
円

５
道
路
災
害
防
除
事
業
の

年
度
を
越
え
る
工
事
を
一

括
契
約
す
る
こ
と
。

（
国
道
191号

）
令
和
４
年
度

42,000千
円

６
単
独
道
路
舗
装
事
業
の

年
度
を
越
え
る
工
事
を
一

括
契
約
す
る
こ
と
。

(県道
山
口
宇
部
線
ほ
か
２

か
所

)令
和
４
年
度

45,000千
円

７
単
独
道
路
災
害
防
除
事

業
の
年
度
を
越
え
る
工
事

を
一
括
契
約
す
る
こ
と
。

（
県
道
周
東
美
川
線
）
令
和
４
年
度

15,000千
円

８
道
路
改
良
事
業
の
年
度

を
越
え
る
工
事
を
一
括
契

約
す
る
こ
と
。

（
国
道
490号

ほ
か
２
か
所
）
令
和
４
年
度

572,250千
円

９
単
独
道
路
改
良
事
業
の

年
度
を
越
え
る
工
事
を
一

括
契
約
す
る
こ
と
。

(県道
岩
国
玖
珂
線
ほ
か
14

か
所

)令
和
４
年
度

381,000千
円

10
橋
り
ょ
う
補
修
事
業
の

年
度
を
越
え
る
工
事
を
一

括
契
約
す
る
こ
と
。

(県道
光
上
関
線
ほ
か
12か

所

)令
和
４
年
度

488,250千
円

11
周
防
高
潮
対
策
事
業
の

年
度
を
越
え
る
工
事
を
一

括
契
約
す
る
こ
と
。

（
厚
東
川
ほ
か
１
か
所
）
令
和
４
年
度

115,500千
円

12
河
川
工
作
物
関
連
応
急

対
策
事
業
の
年
度
を
越
え

る
工
事
を
一
括
契
約
す
る

こ
と
。
（
沢
波
川
排
水
機
場
）

令
和
４
年
度

57,750千
円

13
単
独
河
川
改
修
事
業
の

年
度
を
越
え
る
工
事
を
一

括
契
約
す
る
こ
と
。

（
川
棚
川
ほ
か
５
か
所
）
令
和
４
年
度

34,000千
円

14
高
潮
対
策
事
業
の
年
度

を
越
え
る
工
事
を
一
括
契

約
す
る
こ
と
。

（
東
邦
海
岸
ほ
か
２
か
所
）
令
和
４
年
度

94,500千
円

15
侵
食
対
策
事
業
の
年
度

を
越
え
る
工
事
を
一
括
契

約
す
る
こ
と
。
（
松
谷
海
岸
）
令
和
４
年
度

115,500千
円

16
通
常
砂
防
事
業
の
年
度

を
越
え
る
工
事
を
一
括
契

約
す
る
こ
と
。

（
小
河
内
川
ほ
か
15か
所
）
令
和
４
年
度

580,650千
円

17
地
す
べ
り
対
策
事
業
の

年
度
を
越
え
る
工
事
を
一

括
契
約
す
る
こ
と
。

(中浦
下
庄
地
区
ほ
か
１
か

所

)令
和
４
年
度

42,000千
円

18
急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
事

業
の
年
度
を
越
え
る
工
事

を
一
括
契
約
す
る
こ
と
。

（
上
市
地
区
ほ
か
10か
所
）
令
和
４
年
度

446,250千
円

19
自
然
災
害
防
止
事
業
の

年
度
を
越
え
る
工
事
を
一

括
契
約
す
る
こ
と
。

令
和
４
年
度

25,750千
円
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(豊城
町
⑴
地
区
ほ
か
１
か

所

)

20
単
独
港
湾
改
修
事
業
の

年
度
を
越
え
る
工
事
を
一

括
契
約
す
る
こ
と
。

（
宇
部
港
）
令
和
４
年
度

40,000千
円

21
海
岸
防
災
事
業
の
年
度

を
越
え
る
工
事
を
一
括
契

約
す
る
こ
と
。

（
小
野
田
港
ほ
か
１
か
所
）
令
和
４
年
度

131,250千
円

22
都
市
公
園
整
備
事
業
の

年
度
を
越
え
る
工
事
を
一

括
契
約
す
る
こ
と
。

(山
口
き
ら
ら
博
記
念
公
園
)
令
和
４
年
度

21,000千
円

23
過
疎
地
域
下
水
道
代
行

事
業
の
年
度
を
越
え
る
工

事
を
一
括
契
約
す
る
こ

と
。
（
周
防
大
島
町
）

令
和
４
年
度

105,000千
円

令
和
⚓
年
度
下
関
漁
港
地
方
卸
売
市
場
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
⚑
号
)

令
和
⚓
年
度
山
口
県
の
下
関
漁
港
地
方
卸
売
市
場
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
⚑
号
）
は
、
次
に
定
め

る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

（
歳
入
歳
出
予
算
の
補
正
）

第
⚑
条
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
か
ら
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
5,911千

円
を
減
額
し
、
歳
入
歳
出
予

算
の
総
額
を
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
372,704千

円
と
す
る
。

⚒
歳
入
歳
出
予
算
の
補
正
の
款
項
の
区
分
及
び
当
該
区
分
ご
と
の
金
額
並
び
に
補
正
後
の
歳
入
歳
出

予
算
の
金
額
は
、
「
第
⚑
表
歳
入
歳
出
予
算
補
正
」
に
よ
る
。

第
⚑
表
歳
入
歳
出
予
算
補
正

（
単
位
千
円
）

歳
入

款
項

補
正
額

補
正
前
の
額

計
⚕
繰

入
金

△
5,911

194,961
189,050

⚑
他
会
計
繰
入
金

△
5,911

194,961
189,050

歳
入

合
計

△
5,911

378,615
372,704

歳
出

款
項

補
正
額

補
正
前
の
額

計
⚑
下
関
漁
港
地
方
卸

売
市
場
費

△
5,911

378,615
372,704

⚒
市
場
管
理
費

△
5,911

378,615
372,704

歳
出

合
計

△
5,911

378,615
372,704

令
和
⚓
年
度
港
湾
整
備
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
⚑
号
)

令
和
⚓
年
度
山
口
県
の
港
湾
整
備
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
⚑
号
）
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
る
。

（
歳
入
歳
出
予
算
の
補
正
）

第
⚑
条
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
3,800千

円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算

の
総
額
を
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
5,299,723千

円
と
す
る
。

⚒
歳
入
歳
出
予
算
の
補
正
の
款
項
の
区
分
及
び
当
該
区
分
ご
と
の
金
額
並
び
に
補
正
後
の
歳
入
歳
出

予
算
の
金
額
は
、
「
第
⚑
表
歳
入
歳
出
予
算
補
正
」
に
よ
る
。

（
繰
越
明
許
費
）

第
⚒
条
地
方
自
治
法
（
昭
和
22年

法
律
第
67号

）
第
213条

第
⚑
項
の
規
定
に
よ
り
翌
年
度
に
繰
り

越
し
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
経
費
は
、
「
第
⚒
表
繰
越
明
許
費
」
に
よ
る
。

（
債
務
負
担
行
為
の
補
正
）

第
⚓
条
債
務
負
担
行
為
の
追
加
は
、
「
第
⚓
表
債
務
負
担
行
為
補
正
」
に
よ
る
。

（
地
方
債
の
補
正
）

第
⚔
条
地
方
債
の
変
更
は
、
「
第
⚔
表
地
方
債
補
正
」
に
よ
る
。

第
⚑
表
歳
入
歳
出
予
算
補
正

（
単
位
千
円
）

歳
入

款
項

補
正
額

補
正
前
の
額

計
⚕
県

債
3,800

3,180,000
3,183,800

⚑
県

債
3,800

3,180,000
3,183,800

歳
入

合
計

3,800
5,295,923

5,299,723
歳

出
款

項
補
正
額

補
正
前
の
額

計
⚑
港
湾
整
備
事
業
費

3,800
5,295,923

5,299,723
⚑
港

湾
費

3,800
5,295,923

5,299,723
歳

出
合

計
3,800

5,295,923
5,299,723

第
⚒
表
繰
越
明
許
費

（
単
位
千
円
）

款
項

事
項

金
額

１
港
湾
整
備
事
業
費

１
港

湾
費
港
湾
整
備
費

1,286,743

第
3
表
債
務
負
担
行
為
補
正

追
加

五

山 口 県 報 （定期） 第 268 号令和３年12月28日 火曜日



事
項

期
間

限
度

額

１
港
湾
整
備
事
業
の
年
度

を
越
え
る
工
事
を
一
括
契

約
す
る
こ
と
。(宇
部
港
）
令
和
４
年
度

170,000千
円

第
⚔
表
地
方
債
補
正

（
単
位
千
円
）

変
更

起
債
の
目
的

補
正

前
補

正
後

限
度
額

起
債
の

方
法
利
率

償
還
の

方
法

限
度
額

起
債
の

方
法
利
率

償
還
の

方
法

港
湾
整
備
事
業

3,180,000証
書
借

入
又
は

証
券
発

行

年
8.0％

以
内ただ
し
、

利
率
見
直

し
方
式
で

借
り
入
れ

る
資
金
に

つ
い
て
、

利
率
の
見

直
し
を

行
っ
た
後

に
お
い
て

は
、
当
該

見
直
し
後

の
利
率
に

よ
る
。

元
利
均
等

半
年
賦
又

は
元
金
均

等
半
年
賦

30年
以
内

た
だ
し
、

特
別
の
も

の
は
、
借

入
先
と
協

議
し
て
定

め
る
条
件

に
よ
る
。

3,183,800 証
書
借

入
又
は

証
券
発

行

年
8.0％

以
内ただ
し
、

利
率
見
直

し
方
式
で

借
り
入
れ

る
資
金
に

つ
い
て
、

利
率
の
見

直
し
を

行
っ
た
後

に
お
い
て

は
、
当
該

見
直
し
後

の
利
率
に

よ
る
。

元
利
均
等

半
年
賦
又

は
元
金
均

等
半
年
賦

30年
以
内

た
だ
し
、

特
別
の
も

の
は
、
借

入
先
と
協

議
し
て
定

め
る
条
件

に
よ
る
。

令
和
⚓
年
度
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
⚑
号
)

令
和
⚓
年
度
山
口
県
の
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
⚑
号
）
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
る
。

（
歳
入
歳
出
予
算
の
補
正
）

第
⚑
条
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
か
ら
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
1,259千

円
を
減
額
し
、
歳
入
歳
出
予

算
の
総
額
を
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
144,709,170千

円
と
す
る
。

⚒
歳
入
歳
出
予
算
の
補
正
の
款
項
の
区
分
及
び
当
該
区
分
ご
と
の
金
額
並
び
に
補
正
後
の
歳
入
歳
出

予
算
の
金
額
は
、
「
第
⚑
表
歳
入
歳
出
予
算
補
正
」
に
よ
る
。

第
⚑
表
歳
入
歳
出
予
算
補
正

（
単
位
千
円
）

歳
入

款
項

補
正
額

補
正
前
の
額

計
⚘
繰

入
金

△
1,259

7,678,035
7,676,776

⚑
他
会
計
繰
入
金

△
1,259

7,382,589
7,381,330

歳
入

合
計

△
1,259

144,710,429
144,709,170

歳
出

款
項

補
正
額

補
正
前
の
額

計
⚑
総

務
費

△
1,259

36,589
35,330

⚑
総
務
管
理
費

△
1,259

36,240
34,981

歳
出

合
計

△
1,259

144,710,429
144,709,170

令
和
⚓
年
度
電
気
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
⚑
号
）

（
総
則
）

第
⚑
条
令
和
⚓
年
度
山
口
県
の
電
気
事
業
会
計
の
補
正
予
算
（
第
⚑
号
）
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
る
。

（
収
益
的
収
入
及
び
支
出
）

第
⚒
条
令
和
⚓
年
度
電
気
事
業
会
計
予
算
（
以
下
「
予
算
」
と
い
う
。
）
第
⚓
条
に
定
め
た
収
益
的

支
出
の
予
定
額
を
次
の
と
お
り
補
正
す
る
。
支

出
科

目
補
正
予
定
額

既
決
予
定
額

計
第
⚒
款
電
気
事
業
費
用

△

8,215千円

1,612,457千円

1,604,242千円
第
⚑
項
営
業
費
用

△

8,215千円

1,568,558千円

1,560,343千円
（
議
会
の
議
決
を
経
な
け
れ
ば
流
用
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
経
費
）

第
⚓
条
予
算
第
⚘
条
中
「
職
員
給
与
費
424,542千

円
」
を
「
職
員
給
与
費
416,327千

円
」
に
改
め

る
。

令
和
⚓
年
度
工
業
用
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
⚑
号
）

（
総
則
）

第
⚑
条
令
和
⚓
年
度
山
口
県
の
工
業
用
水
道
事
業
会
計
の
補
正
予
算
（
第
⚑
号
）
は
、
次
に
定
め
る

と
こ
ろ
に
よ
る
。

（
収
益
的
収
入
及
び
支
出
）

第
⚒
条
令
和
⚓
年
度
工
業
用
水
道
事
業
会
計
予
算
（
以
下
「
予
算
」
と
い
う
。
）
第
⚓
条
に
定
め
た

収
益
的
支
出
の
予
定
額
を
次
の
と
お
り
補
正
す
る
。

支
出

科
目

補
正
予
定
額

既
決
予
定
額

計
第
⚒
款
工
業
用
水
道
事
業
費
用

△

12,136千円

6,690,660千円

6,678,524千円
第
⚑
項
営
業
費
用

△

12,136千円

6,350,220千円

6,338,084千円
（
議
会
の
議
決
を
経
な
け
れ
ば
流
用
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
経
費
）
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第
⚓
条
予
算
第
⚙
条
中
「
職
員
給
与
費
730,023千

円
」
を
「
職
員
給
与
費
717,887千

円
」
に
改
め

る
。

令
和
⚓
年
度
流
域
下
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
⚑
号
）

（
総
則
）

第
⚑
条
令
和
⚓
年
度
山
口
県
の
流
域
下
水
道
事
業
会
計
の
補
正
予
算
（
第
⚑
号
）
は
、
次
に
定
め
る

と
こ
ろ
に
よ
る
。

（
収
益
的
収
入
及
び
支
出
）

第
⚒
条
令
和
⚓
年
度
流
域
下
水
道
事
業
会
計
予
算
（
以
下
「
予
算
」
と
い
う
。
）
第
⚓
条
に
定
め
た

収
益
的
収
入
及
び
支
出
の
予
定
額
を
次
の
と
お
り
補
正
す
る
。

収
入

科
目

補
正
予
定
額

既
決
予
定
額

計
第
⚑
款
流
域
下
水
道
事
業
収
益

△
2,431千円

1,618,439千円

1,616,008千円
第
⚑
項
営
業
収
益

△
2,431千円

665,991千円

663,560千円
支

出
科

目
補
正
予
定
額

既
決
予
定
額

計
第
⚒
款
流
域
下
水
道
事
業
費
用

△

2,431千円
1,618,439千円

1,616,008千円
第
⚑
項
営
業
費
用

△

2,431千円
1,571,866千円

1,569,435千円
（
資
本
的
収
入
及
び
支
出
）

第
⚓
条
予
算
第
⚔
条
に
定
め
た
資
本
的
収
入
及
び
支
出
の
予
定
額
を
次
の
と
お
り
補
正
す
る
。

収
入

科
目

補
正
予
定
額

既
決
予
定
額

計
第
⚓
款
資
本
的
収
入

△

2,508千円

1,037,845千円
1,035,337千円

第
⚑
項
企

業
債

△

800千円

249,400千円

248,600千円
第
⚓
項
負

担
金

△

1,708千円

335,545千円

333,837千円
支

出
科

目
補
正
予
定
額

既
決
予
定
額

計
第
⚔
款
資
本
的
支
出

△

2,508千円

1,037,845千円

1,035,337千円
第
⚑
項
建
設
改
良
費

△

2,508千円

706,817千円

704,309千円
（
企
業
債
）

第
⚔
条
予
算
第
⚖
条
に
定
め
た
企
業
債
を
次
の
と
お
り
補
正
す
る
。

起
債
の
目
的

補
正

前
補

正
後

限
度
額

起
債
の

方
法
利
率

償
還
の

方
法

限
度
額

起
債
の

方
法
利
率

償
還
の

方
法

流
域
下
水
道
事
業

千
円

249,400証
書
借

入
又
は

証
券
発

行

年
8.0％

以
内ただ
し
、

利
率
見
直

し
方
式
で

借
り
入
れ

る
資
金
に

つ
い
て
、

利
率
の
見

直
し
を

行
っ
た
後

に
お
い
て

は
、
当
該

見
直
し
後

の
利
率
に

よ
る
。

元
利
均
等

半
年
賦
又

は
元
金
均

等
半
年
賦

30年
以
内

た
だ
し
、

特
別
の
も

の
は
、
借

入
先
と
協

議
し
て
定

め
る
条
件

に
よ
る
。

千
円

248,600証
書
借

入
又
は

証
券
発

行

年
8.0％

以
内ただ
し
、

利
率
見
直

し
方
式
で

借
り
入
れ

る
資
金
に

つ
い
て
、

利
率
の
見

直
し
を

行
っ
た
後

に
お
い
て

は
、
当
該

見
直
し
後

の
利
率
に

よ
る
。

元
利
均
等

半
年
賦
又

は
元
金
均

等
半
年
賦

30年
以
内

た
だ
し
、

特
別
の
も

の
は
、
借

入
先
と
協

議
し
て
定

め
る
条
件

に
よ
る
。

（
議
会
の
議
決
を
経
な
け
れ
ば
流
用
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
経
費
）

第
⚕
条
予
算
第
⚙
条
中
「
職
員
給
与
費
42,418千

円
」
を
「
職
員
給
与
費
38,109千

円
」
に
改
め

る
。

令
和
⚓
年
度
山
口
県
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
⚘
号
）

令
和
⚓
年
度
山
口
県
の
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
⚘
号
）
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

（
歳
入
歳
出
予
算
の
補
正
）

第
⚑
条
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
26,762,844千

円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出

予
算
の
総
額
を
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
831,446,215千

円
と
す
る
。

⚒
歳
入
歳
出
予
算
の
補
正
の
款
項
の
区
分
及
び
当
該
区
分
ご
と
の
金
額
並
び
に
補
正
後
の
歳
入
歳
出

予
算
の
金
額
は
、
「
第
１
表
歳
入
歳
出
予
算
補
正
」
に
よ
る
。

（
繰
越
明
許
費
）

第
⚒
条
地
方
自
治
法
（
昭
和
22年

法
律
第
67号

）
第
213条

第
⚑
項
の
規
定
に
よ
り
翌
年
度
に
繰
り

越
し
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
経
費
は
、
「
第
⚒
表
繰
越
明
許
費
」
に
よ
る
。

（
債
務
負
担
行
為
の
補
正
）

第
⚓
条
債
務
負
担
行
為
の
追
加
及
び
変
更
は
、
「
第
⚓
表
債
務
負
担
行
為
補
正
」
に
よ
る
。

（
地
方
債
の
補
正
）

第
⚔
条
地
方
債
の
追
加
及
び
変
更
は
、
「
第
⚔
表
地
方
債
補
正
」
に
よ
る
。

第
１
表
歳
入
歳
出
予
算
補
正

（
単
位
千
円
）

歳
入

款
項

補
正
額

補
正
前
の
額

計
⚗
分
担
金
及
び
負
担

金

813,255

3,418,236

4,231,491

⚑
分

担
金

201,312

226,514

427,826
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⚒
負

担
金

611,943

3,191,722

3,803,665

⚙
国
庫
支
出
金

11,586,086

155,463,530

167,049,616

⚑
国
庫
負
担
金

105,500

37,167,423

37,272,923

⚒
国
庫
補
助
金

11,480,586

115,193,377

126,673,963

12繰
入

金

782,400

23,775,567

24,557,967

⚑
特
別
会
計
繰
入

金

14,047

4,816,498

4,830,545

⚒
基
金
繰
入
金

768,353

18,959,069

19,727,422

14諸
収

入

1,139,003

105,949,619

107,088,622

⚑
貸
付
金
元
利
収

入

1,139,003

99,646,607

100,785,610

15県
債

12,442,100

83,157,000

95,599,100

⚑
県

債

12,442,100

83,157,000

95,599,100

歳
入

合
計

26,762,844
804,683,371

831,446,215
歳

出
款

項
補
正
額

補
正
前
の
額

計
⚒
総

務
費

2,200,138

49,631,793

51,831,931

⚑
総
務
管
理
費

1,526,342

26,287,403

27,813,745

⚒
企
画
調
整
費

673,796

9,334,676

10,008,472

⚖
農
林
水
産
業
費

5,344,370

35,576,061

40,920,431

⚓
農

地
費

4,582,807

11,309,113

15,891,920

⚔
林

業
費

423,976

6,449,356

6,873,332

⚕
水
産
業
費

337,587

5,455,318

5,792,905

⚗
商

工
費

1,139,000

125,018,837

126,157,837

⚒
工
鉱
業
費

1,139,000

103,234,748

104,373,748

⚘
土

木
費

18,079,336

69,247,132

87,326,468
⚒
道
路
橋
り
ょ
う

費

10,328,924

27,932,739

38,261,663

⚓
河
川
海
岸
費

5,518,865

19,813,419

25,332,284

⚔
港

湾
費

1,906,047

8,232,476

10,138,523

⚕
都
市
計
画
費

325,500

3,839,899

4,165,399

歳
出

合
計

26,762,844
804,683,371

831,446,215
第
⚒
表
繰
越
明
許
費

（
単
位
千
円
）

款
項

事
項

金
額

６
農
林
水
産
業
費
３
農

地
費
経
営
体
育
成
基
盤
整
備
事
業

費
2,443,908

県
営
老
朽
た
め
池
整
備
事
業

費
840,097

地
す
べ
り
対
策
事
業
費

154,402

４
林

業
費
造
林
事
業
費

165,460

普
通
林
道
開
設
事
業
費

10,150

一
般
治
山
事
業
費

180,477

５
水

産
業

費
地
域
水
産
物
供
給
基
盤
整
備

事
業
費

47,250

広
域
水
産
物
供
給
基
盤
整
備

事
業
費

132,930

漁
港
漁
場
機
能
高
度
化
事
業

費
24,372

８
土

木
費
２
道
路
橋
り
ょ
う
費

交
通
安
全
施
設
整
備
事
業
費

306,385

舗
装
補
修
費

2,368,464

道
路
災
害
防
除
費

1,326,595

過
疎
地
域
市
町
道
代
行
事
業

費
63,840

道
路
改
良
費

1,354,916

橋
り
ょ
う
補
修
費

1,671,699

３
河
川
海
岸
費
広
域
河
川
改
修
費

1,049,202

河
川
情
報
基
盤
緊
急
整
備
事

業
費

47,880

周
防
高
潮
対
策
事
業
費

127,680

河
川
工
作
物
関
連
応
急
対
策

事
業
費

627,228

高
潮
対
策
事
業
費

38,304

侵
食
対
策
事
業
費

31,920

堰
堤
改
良
事
業
費

90,086

通
常
砂
防
事
業
費

654,480

地
す
べ
り
対
策
事
業
費

314,478
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急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
事
業
費

451,668

４
港

湾
費
港
湾
既
存
施
設
有
効
活
用
促

進
事
業
費

215,460

海
岸
防
災
事
業
費

242,592

５
都
市
計
画
費
都
市
計
画
街
路
整
備
事
業
費

57,120

都
市
公
園
整
備
事
業
費

191,520

合
計

15,230,563

第
3
表
債
務
負
担
行
為
補
正

⚑
追

加

事
項

期
間

限
度

額

１
道
路
改
良
事
業
の
年
度

を
越
え
る
工
事
を
一
括
契

約
す
る
こ
と
。

（
県
道
光
柳
井
線
）
令
和
４
年
度

52,500千
円

２
〃（
県
道
防
府
環
状
線
）
令
和
４
年
度

52,500千
円

⚒
変

更

事
項

補
正

前
補

正
後

期
間

限
度

額
期

間
限

度
額

１
経
営
安
定
支
援
資
金

（
経
営
安
定
資
金
）
に
係

る
山
口
県
信
用
保
証
協
会

に
対
す
る
損
失
補
償

令
和
３
年
度
か
ら

令
和
13年
度
ま
で

山
口
県
信
用
保
証

協
会
が
令
和
３
年

度
に
42,000,000

千
円
を
限
度
と
し

て
貸
付
け
を
行
う

経
営
安
定
支
援
資

金
（
経
営
安
定
資

金
）
に
係
る
債
務

保
証
に
よ
り
受
け

る
損
失
の
70／

100に
相
当
す
る

額

令
和
３
年
度
か
ら

令
和
13年
度
ま
で

山
口
県
信
用
保
証

協
会
が
令
和
３
年

度
に
45,000,000

千
円
を
限
度
と
し

て
貸
付
け
を
行
う

経
営
安
定
支
援
資

金
（
経
営
安
定
資

金
）
に
係
る
債
務

保
証
に
よ
り
受
け

る
損
失
の
70／

100に
相
当
す
る

額

第
4
表
地
方
債
補
正

（
単
位
千
円
）

⚑
追

加

起
債

の
目

的
限
度
額

起
債
の
方
法

利
率

償
還

の
方

法

造
林
事
業

65,600証
書
借
入
又
は

証
券
発
行

年
8.0％

以
内

た
だ
し
、
利

率
見
直
し
方
式

で
借
り
入
れ
る

資
金
に
つ
い

て
、
利
率
の
見

直
し
を
行
っ
た

後
に
お
い
て

は
、
当
該
見
直

し
後
の
利
率
に

よ
る
。

元
利
均
等
半
年
賦
又
は
元
金

均
等
半
年
賦
30年
以
内

た
だ
し
、
特
別
の
も
の

は
、
借
入
先
と
協
議
し
て
定

め
る
条
件
に
よ
る
。

計

65,600

⚒
変

更

起
債
の
目
的

補
正

前
補

正
後

限
度
額

起
債
の

方
法
利
率

償
還
の

方
法

限
度
額

起
債
の

方
法
利
率

償
還
の

方
法

経
営
体
育
成
基
盤
整
備
事

業

581,000証
書
借

入
又
は

証
券
発

行

年
8.0％

以
内ただ
し
、

利
率
見
直

し
方
式
で

借
り
入
れ

る
資
金
に

つ
い
て
、

利
率
の
見

直
し
を

行
っ
た
後

に
お
い
て

は
、
当
該

見
直
し
後

の
利
率
に

よ
る
。

元
利
均
等

半
年
賦
又

は
元
金
均

等
半
年
賦

30年
以
内

た
だ
し
、

特
別
の
も

の
は
、
借

入
先
と
協

議
し
て
定

め
る
条
件

に
よ
る
。

1,623,200証
書
借

入
又
は

証
券
発

行

年
8.0％

以
内ただ
し
、

利
率
見
直

し
方
式
で

借
り
入
れ

る
資
金
に

つ
い
て
、

利
率
の
見

直
し
を

行
っ
た
後

に
お
い
て

は
、
当
該

見
直
し
後

の
利
率
に

よ
る
。

元
利
均
等

半
年
賦
又

は
元
金
均

等
半
年
賦

30年
以
内

た
だ
し
、

特
別
の
も

の
は
、
借

入
先
と
協

議
し
て
定

め
る
条
件

に
よ
る
。

県
営
老
朽
た
め
池
整
備
事

業

352,000

707,300

地
す
べ
り
対
策
事
業
（
農

林
)

90,000

175,300

国
営
農
地
再
編
整
備
事
業

負
担
金

198,000

521,800

一
般
治
山
事
業

745,000

875,300

広
域
水
産
物
供
給
基
盤
整

備
事
業
（
漁
港
)

70,000

133,300

漁
港
漁
場
機
能
高
度
化
事

業

70,000

80,300

地
域
水
産
物
供
給
基
盤
整

備
事
業
（
漁
場
)

265,000

298,700

舗
装
補
修
事
業

87,000

1,704,500

道
路
災
害
防
除
事
業

444,000

1,310,500

道
路
改
良
事
業

2,602,000

3,458,400

過
疎
地
域
市
町
道
代
行
事

業

24,000

67,600

道
路
直
轄
事
業
負
担
金

3,966,000

4,975,800

交
通
安
全
施
設
整
備
事
業

（
道
路
管
理
者
分
)

425,000

609,800

橋
り
ょ
う
補
修
事
業

2,434,000

3,489,700
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広
域
河
川
改
修
事
業

1,032,000

1,754,700

河
川
情
報
基
盤
緊
急
整
備

事
業

82,000

115,000

周
防
高
潮
対
策
事
業

373,000

461,000

河
川
工
作
物
関
連
応
急
対

策
事
業

91,000

523,300

河
川
直
轄
事
業
負
担
金

180,000

478,600

錦
川
総
合
開
発
事
業

2,279,000

2,559,900

深
川
川
総
合
開
発
事
業

115,000

196,400

堰
堤
改
良
事
業

82,000

142,100

高
潮
対
策
事
業

171,000

193,500

侵
食
対
策
事
業

49,000

67,000

通
常
砂
防
事
業

1,446,000

1,897,000

地
す
べ
り
対
策
事
業
（
建

設
)

254,000

468,900

急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
事
業

749,000

1,037,500

港
湾
既
存
施
設
有
効
活
用

促
進
事
業

193,000

319,000
港
湾
直
轄
事
業
負
担
金

3,086,000

4,389,200

海
岸
防
災
事
業

593,000

730,800

都
市
計
画
街
路
整
備
事
業

473,000

504,100

都
市
公
園
整
備
事
業

155,000

263,000

計

23,756,000

36,132,500

（
二
六
八
）
国
土
調
査
の
成
果
の
認
証

国
土
調
査
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
国
土
調
査

の
成
果
を
次
の
と
お
り
認
証
し
ま
し
た
。

令
和
三
年
十
二
月
二
十
八
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

一

国
土
調
査
を
行
っ
た
者
の
名
称
等

国
土
調
査
を

行
っ
た
者
の

名
称

国
土
調
査
を
行
っ
た
期
間

成
果
の
名
称

国
土
調
査
を
行
っ
た
地
域

宇

部

市

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら

令
和
三
年
二
月
十
日
ま
で

宇
部
市
地
籍
図

宇
部
市
地
籍
簿

大
字
小
野
の
一
部

〃

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら

令
和
三
年
二
月
十
八
日
ま
で

〃〃

大
字
船
木
の
一
部

岩

国

市

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら

令
和
二
年
九
月
二
十
三
日
ま
で

岩
国
市
地
籍
図

岩
国
市
地
籍
簿

錦
町
宇
佐
郷
の
一
部

長

門

市

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら

令
和
三
年
一
月
二
十
七
日
ま
で

長
門
市
地
籍
図

長
門
市
地
籍
簿

俵
山
及
び
日
置
上
の
各
一
部

二

認
証
年
月
日

令
和
三
年
十
二
月
二
十
八
日

（
二
六
九
）
契
約
の
締
結

次
の
と
お
り
随
意
契
約
の
方
法
に
よ
り
契
約
を
締
結
し
ま
し
た
。

令
和
三
年
十
二
月
二
十
八
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

一

事
務
を
担
当
す
る
課
の
名
称
及
び
所
在
地

農
林
水
産
部
水
産
振
興
課

山
口
市
滝
町
一
番
一
号

二

契
約
に
係
る
特
定
役
務
の
名
称
及
び
数
量

漁
業
取
締
船
き
ら
か
ぜ
の
定
期
検
査
業
務
（
船
体
部
）

一
式

三

契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
手
続

随
意
契
約

四

契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
日

令
和
三
年
十
二
月
十
三
日

五

契
約
の
相
手
方
の
名
称
及
び
そ
の
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

サ
ン
セ
イ
株
式
会
社

大
阪
市
淀
川
区
西
宮
原
一
丁
目
六
番
二
号

六

契
約
金
額

三
千
六
百
万
三
千
円
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七

随
意
契
約
に
よ
る
こ
と
と
し
た
理
由

地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
第
百
六
十
七
条
の
二
第
一
項
第
八
号
に

該
当
す
る
た
め

八

契
約
担
当
者

山
口
県
知
事

村
岡

嗣
政

（
二
七
〇
）
契
約
の
締
結

次
の
と
お
り
一
般
競
争
入
札
の
方
法
に
よ
り
契
約
を
締
結
し
ま
し
た
。

令
和
三
年
十
二
月
二
十
八
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

一

事
務
を
担
当
す
る
課
の
名
称
及
び
所
在
地

農
林
水
産
部
水
産
振
興
課

山
口
市
滝
町
一
番
一
号

二

落
札
に
係
る
特
定
役
務
の
名
称
及
び
数
量

漁
業
取
締
船
き
ら
か
ぜ
の
定
期
検
査
業
務
（
機
関
部
）

一
式

三

契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
手
続

一
般
競
争
入
札

四

落
札
者
を
決
定
し
た
日

令
和
三
年
十
一
月
四
日

五

落
札
者
の
名
称
及
び
そ
の
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

富
永
物
産
株
式
会
社

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
本
町
三
丁
目
六
番
二
号

六

落
札
金
額

四
千
百
二
十
五
万
円

七

入
札
公
告
日

令
和
三
年
九
月
十
七
日

八

そ
の
他

㈠

契
約
担
当
者

山
口
県
知
事

村
岡

嗣
政

㈡

調
達
方
法

購
入
等

㈢

落
札
方
式

最
低
価
格

（
二
七
一
）
公
共
測
量
の
実
施

測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
四
条

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
防
府
市
長
か
ら
次
の
と
お
り
公
共
測
量
を
実
施
す
る
旨
の
通
知
が
あ
り
ま
し

た
。

令
和
三
年
十
二
月
二
十
八
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

一

作
業
の
種
類

公
共
測
量
（
基
準
点
測
量
及
び
水
準
測
量
）

二

作
業
の
地
域

防
府
市
大
字
上
右
田

三

作
業
の
期
間

令
和
三
年
十
二
月
十
三
日
か
ら
令
和
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

（
二
七
二
）
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
の
完
了

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
三
十
六
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
開
発
行
為
に

関
す
る
工
事
の
完
了
を
次
の
と
お
り
公
告
し
ま
す
。

令
和
三
年
十
二
月
二
十
八
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

一

開
発
区
域
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

熊
毛
郡
田
布
施
町
大
字
麻
郷
奥
字
横
割
、
字
光
房
及
び
字
砂
関

二

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名

福
岡
市
中
央
区
大
手
門
三
丁
目
四
番
二
二
号

株
式
会
社
人
生
経
営

一
一
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令
和
三
年
十
二
月
二
十
八
日
印
刷

発
行
所

山

口

県

庁

令
和
三
年
十
二
月
二
十
八
日
発
行

発
行
人

山
口
県
知
事


